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【国】「新時代の特別支援教育の在り方について」（中間まとめ）

１

2020.10.7 中央教育審議会初等中等教育分科会

ア 特別支援教育に関する理解や認識の高まり、制度改正、通級による指導を
受ける児童生徒の増加など、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえた
特別支援教育を巡る状況は変化

イ 通常の学級、通級による指導、特別支援学級、特別支援学校といった、連
続性のある多様な学びの場の一層の充実・整備を着実に促進

(1)障害のある子供の学びの場の整備・連携強化

(2)特別支援教育を担う教師の専門性向上

(3)関係機関との連携強化による切れ目のない支援の充実

「令和の日本型学校教育」の構築を目指し、全ての子供たちの可能
性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現を目指す。

基本的な考え方



【国】「新時代の特別支援教育の在り方について」（中間まとめ）

２

2020.10.7 中央教育審議会初等中等教育分科会

インクルーシブ教育システムの理念を踏まえた
特別支援教育を巡る状況の変化
●特別支援教育に関する理解や認識の高まり
●制度改正 H14：就学基準の改正

H19：特殊教育→特別支援教育へ制度改正
H25：就学先を決定する仕組みの改正

社会的背景
①平成24年度に中教審において、国における「共生社会の形成に向けたインク

ルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進」が提言された。

②平成26年度「障害者の権利に関する条約」への批准

③平成28年４月「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別
解消法）」の施行



沖縄県における特別支援教育を巡る状況の変化

３

●平成26年３月
第４次沖縄県障害者基本計画（H26～Ｒ３）

●平成26年４月
「沖縄県障害のある人もない人も共に暮らしやすい社会づ
くり条例」が施行

●平成28年４月
「沖縄県手話言語条例」が施行



第４次沖縄県障害者基本計画

４

障害のある人がいきいきと活躍できる環境づくり2
(1)雇用の拡大、就業の促進
(2)共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの

推進及び療育の充実
(3)スポーツレクレーション及び文化芸術活動等の促進

大分類

中分類

小分類

①インクルーシブ教育システムの推進
②早期教育の充実・学校教育の充実
③特別支援教育の人材育成
④生涯学習、社会教育の充実
⑤充実した教育、療育の実施
⑥高等教育における支援の推進



沖縄県における特別支援教育の現状と課題

1 沖縄県の現状

●特別支援学級、特別支援学校在籍児童生徒数の増加
●在籍数増加による教室不足（施設設備の整備）
●医療的ケアを必要とする児童生徒の増加

●教育と医療、福祉等との更なる連携
●特別支援教育に携わる教員の専門性の向上
●障害のある子と障害のない子の交流の一層の充実

５

連続性のある多様な学びの場の一層の充実・整備に向けて



沖縄県における特別支援教育の現状と課題

２ 沖縄県の課題

(1)就学前からの相談・支援の充実
(2)教育と医療、福祉等との連携強化
(3)幼児期から小学校・中学校・高等学校における障害のある子供

の学びの充実
(4)障害のある子と障害のない子の「交流及び共同学習」の充実
(5)特別支援教育に携わる教員の専門性の向上
(6)特別支援学校等の教育環境の整備

6 



７

●教育・医療・福祉連絡協議会（６教育事務所にて８月開催）
●就学支援スキルアップ研修（６教育事務所にて６月開催）
●「市町村就学支援担当者等連絡会」の開催（４月）
●「教育事務所特別支援教育担当者会議」の開催（４月）

沖縄県における特別支援教育の課題に対する取組①

取組状況

(1)就学前からの相談・支援の充実
(2)教育と医療、福祉等との連携強化

課題



８

●特別支援学級・通級指導教室担当者研修会（４回・年）
●「免許法認定講習」の実施→（特別支援学校、特別支援学級担当

者等を対象）
●「交流及び共同学習」の推進
●公立小学校に特別支援学校小学部の分教室をモデル校として設置
→授業や学校行事、部活動を通して、障害のある子ども

と障害のない子どもが共に学ぶ取組を進めている。

取組状況

沖縄県における特別支援教育の課題に対する取組②

(3)幼児期から小学校・中学校・高等学校における障害のある子供の学びの充実
(4)障害のある子と障害のない子の「交流及び共同学習」の充実
(5)特別支援教育に携わる教員の専門性の向上

課題



９

沖縄県における特別支援教育の課題に対する取組③

●高等学校４校に高等支援学校を併設
→ 軽度知的障害のある生徒対象

●障害のある生徒とない生徒が共に学ぶ新しい学びの場の
設置 → 中・重度知的障害のある生徒対象

→（県立真和志高等学校「ゆい教室」の設置）

取組状況

(4)障害のある子と障害のない子の「交流及び共同学習」の充実

課題



●医療的ケアに係る看護師配置（R2:特支校８校、30名）
●特別支援教育支援員の配置（R2：県立高校36校、59名）
●知的障害特別支援学校の過大規模校への対応として、

分校の設置
●知的障害特別支援学校における過密化による、教室

不足への対応として、特別教室等を利用した普通教
室への転用 等

沖縄県における特別支援教育の課題に対する取組④

取組状況

10

(6)特別支援学校等の教育環境の整備

課題



11

３ 沖縄県の今後の特別支援教育について

特別支援教育の推進については、全ての学校に在籍
する障害のある幼児児童生徒に対する指導・支援体制
の整備を推進するとともに、特別支援教育に係る地域
のセンター的機能の発揮や、教育環境の改善・整備な
ど（資料２）、特別支援学校の充実を図っていく必要
がある。


